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1.は じめ に

人 間 関係 力(theabilityofhumanrelations)と は,人 間 関係 を築 くカ であ り,周 りとつ な が

るこ との で きるカ であ る。 わ か りや す く言 えば,仮 に 自分一 人 でで きな くて も,周 りに訴 えか

けて,人 に助 けて も ら う力 で ある(片 山,2016・2018)。 この人 間 関係 力 が高 けれ ば,感 情 的

サポ ー トを は じめ(片 山 ・水 野,2017),周 りの人 か らの様 々 なサポ ー トも得や すい。

こ うした人 間関係 力 につい て は,一 般 に子 どもに言及 して取 り上 げ るこ とが多い が,本 稿 で

は,教 師 の人 間関係 力お よび そ の前 段 階に あ る院 生 のそれ につ いて考 えてみ たい。大 学院 修 了

後 に院生 が働 く教育 現場 で は,子 どもは もち ろんの こ と,同 僚や 管理 職,事 務職 員,保 護者,

その他 ス クール カ ウンセ ラーや ス クール ソー シャル ワーカー 等,多 岐 にわた る人た ち と関係 を

結び なが ら仕事 に専 念 しな けれ ば な らない か らであ る。

院 生や修 了生 を,間 近 で見 た り,あ るい は遠 くか ら眺 めた りして い る と,人 間 関係 力 の有無

に よって,自 身 の世 界 の拡 が りや,そ の後 の力量形 成 に差 が大 きい こ とを感 じず にはい られ な

い。人 間 関係 力 の高 い院 生 は,周 りとつな が るこ とで,認 知 の修 正お よび 拡大 をご く 自然 に繰

り返 し,修 了後 も学 び を継 続 させ てい る。 大 学院 と連携 した り,次 々 と周 りの人 とっ なが った

りして,社 会 関係 資本(socialcapita1)を 着 実 に蓄積 しな が ら,い ろい ろなチ ャ ンス を呼び込

む こ とが で きてい るの であ る。

筆者 は,日 本 教職 大学 院協会 の成 果検 証委 員会(座 長:吉 水裕也 ・兵庫 教育 大学 大学院)の

委員 を務 めて い るこ とか ら,そ の取 り組 み の一つ と して,教 職 大学院 と連携 してい る教育 委員

会へ の訪 問調査 を行 う機会 を得 て い る。 イ ン タ ビュー で は,教 職 大学 院 の成 果 を問 うこ とをメ

イ ンテーマ として い るが,修 了生 の人 間関係 力 につい て話 が及 ぶ こ とも多 い。

そ の一っ,都 道府 県教 育委 員会 関係者 へ のイ ン タ ビュー で は,「新 任 教員 に対 して まず もって

求 め るの は,子 ども と適切 に相 互作 用 で きる こ と。 それ がで きれ ば,保 護者 とも良好 な関係 を

築 くこ とが で きる(日 本教 職 大学 院協 会 ・成 果 検証 委員 会,2017)」 とい う話 を聞 くこ とが で

きた。 この よ うな期 待 は,A都 道府 県教 育委 員会 に 限 らず,多 くの教 育委員 会 関係 者 に共 通す

るもので,新 人 教員 に は,コ ミュニケ ー シ ョン能 力 を含 む人 間関係 力 を求 め てい る 自治体 が少

な くない。 今 の教育 現場 に は,子 どもや保 護者 との 問で生 じる複雑 で多岐 に わた る問題 を,早

急か っ柔軟 に処 理 しな けれ ばな らない とい う事情 が あ るか らで あ る。

そ もそ も教職 とい う仕 事 は,子 どもや保護 者 等,「 人」を相手 にす るた め,自 分 の思 うよ うに
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は進 ま ない。 また,頑 張れ ば必 ず報 われ る とい うわ けで はな く,努 力 して も,あ るいは意 を尽

く して も報 われ ない こ との方 がむ しろ多 い。 このた め,学 校 現場 で は精神性 疾 患で休 職や 退職

に追 い込 まれ る教員 も少 な くない。 そ の主 な理 由は 同僚 ・保護 者 ・管 理職 との問 に生 じる軋 礫

で あ り(新 井,2014),「 孤 立」 がそ の要 因 として大 きい こ とか ら(八 並 ・新 井,2001),そ の

解 消や解 決 に 向 けて も人 間 関係 力 は鍵 にな る と考 え る。

学校 内にお け る人 間 関係 の あ り方 は,国 に よって若干 異 な る。 た とえば,筆 者 が規 律 につ い

て研 究 対象 と してい るア メ リカ合衆 国 であれ ば,学 校 の組織 構造 の違 いか ら,教 員 につ いて は

他 教員 との連携 は 日本 ほ ど求 め られ ず,む しろ管理 職や カ ウンセ ラー とい った ス タ ッフ との,

チー ム を意識 した協働(collaboration)が よ り求 め られ る。

これ に対 し,日 本 の教 師 は,授 業研 究 を通 して互 い の授業 を見合 い,教 材 を一 緒 につ くるな

ど,同 僚 との協力(cooperation)が 主で あ り,ア メ リカ の例 とは異 な る。加 えて,保 護者 と じか

に連絡 を取 り合 うこ とも しな くては な らず,広 範 囲(comprehensive)で 直接 的(direct)な 人

間関係 力 が要求 され る。 国 に よってそ のあ り様 は多少異 なるが,い ず れ に して も,人 間 関係 力

は教 師 に とっ て基盤 とな る力 だ とい えよ う。 近年 で は,専 門職学位 課程 におい て,生 徒指 導 ・

教 育相 談 ・キ ャ リア教 育 ・特別 支援 教育 を束 ね る ミ ドル リー ダー の養成 をカ リキ ュラム と して

推 進す る大学 もあ るが(西 山,2017),そ うした生徒 指 導 コーデ ィネ ー ター の よ うな仕 事 とな

れ ば,な お 一層 バ ラ ンス の とれ た人 間 関係 力 が求 め られ よ う。

初 めか ら人 間関係力 の高 い者 が教職 を 目指す わけで は ない。 では,そ うしたカ をつ けるた め

に は,専 門職 大 学院 で あ る教職 大学 院 のカ リキ ュ ラムに,ど の よ うな工夫 を凝 らす ことが可能

で あろ うか。 特集 冒頭 の本 稿 では,と りわ け学部卒 院生 や若 年教員 につい て考 えて みた い。

2.い じめ事件 か ら見 え る教 師 の人 間関係 力

まず は,学 校 現場 で起 きた い じめ事件 を手 がか りに,教 師の人 間 関係 力 につ いて考 えてみ よ

う。 い じめ 自殺 事件 に 関す る第 三者 調査委 員会 の報 告書 に 目を通 す と,共 通 して背景 に教 師 の

人 間 関係 力 が著 しく弱か った ことが窺 え る。

2011(平 成23)年10.月11日,大 津市 で 中2(13歳)の 少 年 がい じめ に よって 自 ら命 を絶 っ

た事件 もそ の一 つで あ る。この事件 を契機 に,「い じめ防止対 策推進 法 」が国会 で成 立す るな ど,

社 会 に大 きな影 響 を与 えた事件 で あ る。 事件後,第 三者 調査 委員会 の 「調査 報告 書」 は,危 機

管理 につ いて以 下 の よ うに言及 した。

「危機 対応 で最 も大事 な ことは,教 員同士のチーム ワークで あるといわれて いる。教 員相互が分 か りあいな

が ら,協 力 して進めてい くことがなによ りも大切で ある。疑心暗鬼 にな らず,疑 問 に思 った ら話 し合 うこと,

日頃の教 員同士の関係 づ くりが この ような場面で生 きて くる」。(大 津市立 中学校 におけるい じめに関する第

三者調査委員会 「調査報告書」平成25年1月31日)
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残念 な こ とに,「 い じめ防止対 策推進 法 」が成立 した後 も,い じめを原 因 とす る 自死 は後 を絶

た ない。2015(平 成27)年7.月5日 に起 きた岩 手県 矢 巾町 での事件 もその一 つ で,中 学2年

生の男 子生 徒(13歳)がJRの 駅 に入 って きた電 車 にひかれ て死 亡 してい る。担任 教 師 と男 子生

徒がや りと りした 日誌 には,「 死 」 をほの めかす 記述 が6箇 所 も残 ってい た とい う。 以 下は,

その 一部 で ある。

平成27年6月28日(日 曜 日)亡 くな る9日 前

「ここだけの話,ぜ ったいにだれに も言わな いで くだ さい。 も う生 きるの につかれ てきたよ うな気が しま

す。氏んで(マ マ)い いですか?(た ぶんさいきんおきるか な。)」(矢 巾町立 矢巾北 中学校 「重大事 態に係る

学校調査の結果 につ いて」平成27年7月26日)

平成27年6月29日(月 曜 日)亡 くな る8日 前

「ボクが いつ消 えるかはわか りません。ですが,先 生か らた くさん希望をも らいま した。感謝 しています。

も うす こしがん ばってみます。ただ,も う市ぬ(マ マ)場 所 は決 まってるんです けどねwま あいいか … 」

(同上)

こ うした 日誌 の 内容 が,事 件 後,新 聞等 の メデ ィア を通 して明 らか にな る と,「なぜ 担任 は子

どもの訴 えを見過 ご したのか 」 と,集 中砲 火 を浴 び る こ ととなった。 この時す で に 「い じめ防

止対策 推進 法 」は成 立 してい た に もかかわ らず,事 件 は起 きてい る。担任 は事実 を知 りなが ら,

男子 生徒 に対応 しては いた もの の 自分 だ けで判 断 し,周 りの教員 と情 報 を共有 す る こ とも,助

けを求 め るこ ともなか った。 そ うした経緯 を知れ ば知 るほ ど,当 該 教 師 の人 間関係 力 の脆 さが

透 けて見 え る。 調査 報告 書 には,次 の よ うにあ る。

「A(自 死 した男子生徒:筆 者注)と 担 当教員 との1対1の 関係における対応 に留 ま り,教 員集団全体 での

情報共有 は十分 とは言 えず,当 該中学校 全体 あるいは学 年全体 と してAに 関わ り,対 策 を講 じる ことについ

ては極 めて不十分 であ った と認定する」。(矢 巾町い じめ問題対策委員会 「調査報 告書 概 要版」平成28年

12月23日)。

担任 は,一 人 で奮 闘 してい た のか も しれ ない し,自 分 の職 務 を果 たす ことに没 頭 して いた の

か も しれ ない。 だ が,残 念 なが ら,自 分 だ けの世 界で判 断 ・行動 し,他 者 と意 見 をシ ェアす る

こ とが弱 か った と言 わ ざるを得 な い。自分 の周 りに多 くの教師 が存在 してい るに もか かわ らず,

異変 を感 じて も,同 僚 と意 見 を交換 して,救 い を求 めた形跡 が ない。 いや,学 校 に協働 す る文

化 そ の ものが欠 落 して いたた め,そ もそ も異 変 を認 識 で きなか った のか も しれ ない。

さらに,矢 巾町 の事件 で は,保 護者 にい じめ にかか わ る連 絡 を してい ない ことに も 目を 向け

な けれ ばな るまい。 い じめ を告 げ る連絡 が家 庭 にあれ ば,保 護者 は子 どもを学校 に行 かせ な か
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っ た は ず で あ る。 調 査 報 告 書 に は 次 の よ うに あ る(1)。

「A(自 死 した男子生徒:筆 者注)自 身が家族への報 告を望まなかった ことなどさまざまな理由があ った とし

ても,Aが 「死」 という言葉 を記載 した とい う事 実について,一 度 もAの 保護者に情報提供を しなかったこ

とも,同 様 に当該 中学校の不適切な対応 と認定す る」。(同 上)

問題 は,単 に保 護者 に連 絡 を してい なか った とい う業 務遂 行上 の蝦 疵 にあ るの ではな い。 自

分 の周 りの人 間,具 体的 に は保護 者 と ともに問題 を解決 しよ うとす る力が弱 い ことで ある。 教

師の人 間 関係 力 が弱 けれ ば,当 然子 ども と人 間 関係 を築 く力 も弱 く,い じめに気づ く力 も弱 い。

人 間関係 力 の弱 い教 師 は,学 級集 団づ く りの プ ロセ スで 生 じる子 ども同士 のけ んか を恐 れ,

その取 り扱 い を躊 躇 して踏 み込 も うとは しない。集 団づ く りの プ ロセ スで は,子 ど もの 問で け

んか が生 じ,グ ル ー プ同士 の対 立が 生 じる こ とは,当 た り前 の こ とであ る(片 山,2016・2017)。

ところが,人 間 関係 力 の弱 い教 師は,子 ども と対峙す る ことを避 け,子 ども同士 で謝 ま らせ

るな ど して表面 的 には解決 したか の よ うに した が る。 そ の結 果,教 師 の気 づ かぬ ところでい じ

めが蔓延 す る。

けんかや い じめ をめ ぐって保護 者 と対 峙す るのは,子 どもとのそれ よ り,さ らにハ ー ドル が

高い。 事 実,い じめ問題 が長期 化す る場合 は,子 ども本 人 よ りもむ しろ保護 者 との 関係 に蹟 い

てい る こ とが多 い。教 師 に人 間 関係 力 がな けれ ば,い じめを取 り扱 うのは まず もって無理 で あ

る。教 師個 人 に と どま らず,学 校 の危機 管理 に まで影響 して しま うため,こ の ことはな いが し

ろにで きる こ とで はない。

3.授 業 を通 して見 える院生 の 人間 関係 力

(1)授 業の概 要

筆者 は,生 徒 指導力 高度 化 コー スの必修 科 目 「望 ま しい集 団づ く りの実践 と課題 」 とい う集

団づ く りの授 業 を担 当 してい る(実 務 家担 当教員 ・河村 豊和)。 近い 将来,学 部卒 院生 が教 師 と

して集 団 を率 いてい くた めの科 目であ るが,同 時 に院生 自身 の人 間 関係 力形 成 を重視 した授 業

で ある。具 体 的に は,集 団づ く りの理論 を学 ぶ とともに,受 講生 自身 が行 う 「合 唱」 とい う活

動 を通 して,繰 り返 し生 じる問題 を解 決 し,理 論 と実践 の融 合 を 目指 す科 目 とな ってい る。

この授 業 で活 動 を重 視す るの は,学 部 卒院 生 の人 間関係 力 に不 安 を覚 えた か らで あ る。 特 に

入 学 当初 は,教 材 研 究 を して知 的側 面 だけ を磨 けば よい と考 えた り,あ るい はス キル の獲 得 だ

け を 目指せ ば よい と思 った りす るな ど,安 易 な考 え を持 っ者 も少 な くない。

人 間関係 力 が弱 けれ ば,認 知 の修 正 ・拡 大 は起 きづ ら く,修 了後,教 師 と しての成 長 も期 待

しに くい。渕 上(2005)も 「教科 の指 導能 力だ けで な く,同 僚や 管理職 との 円滑な コ ミュニ ケ

ー シ ョンを通 して絶 えず新 しい こ とを学 び
,組 織活 動 にお け る多様 な役 割 を柔軟 に こなす 能力

こそ,教 師に求 め られ る重 要 な能力 の一 っで あ る」 と述 べ る よ うに,教 科指 導力 が あ るだ けで
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は,教 師 の資質 能力 として は不十分 で あ る。

さて,本 授 業 を担 当す るのは,本 年度(2017年 度)で4年 目で あ る。 当初 は新科 目で あっ

たた め試行 的 に行 うところか らス ター トし,失 敗 を繰 り返 しなが ら,今 日に至 ってい る。10期

生 を対 象 に した今 回の授 業 は,院 生 問 の コン フ リク トが素 直 に表 出 され,筆 者 に とっ て も深 い

学び となった。

この授業 は,ケ ース ス タデ ィを取 り扱 う授 業 で もな けれ ば,ケ ー ス メ ソ ッ ドの授 業 で もない。

つ ま り,実 際 に どこか で生 じた事例 を検 証 してみ た り,架 空 の事案 につい て議論 した りす る も

ので は ない。教職 大 学院 で は,実 際の事例 や架 空 の事案 を文 脈 か ら切 り離 して討 論す る こ とが

よ くあ る。 もち ろん冷静 に事例 を整 理 し,思 考 を深 め る うえで は意 味が あ る。 しか も,生 徒指

導力 高度化 コース では,架 空 の設 定で しか議 論 でき ないテー マ の方 がむ しろ多 い。

しか しなが ら,本 授 業 は あ くま で も,そ うした遠 い事 案 で はな く,自 分 た ちの問題 を取 り扱

い,解 決 を 目指 してい くア クテ ィブ ・ラー ニ ング型 の授 業 で あ る。 受 講生 自身 が授業 の題材 と

な り,そ れ ぞれ の人 間 関係 力 が試 され る。 実 際,人 間関係力 は,活 動 を通 してでな けれ ば身 に

つ き難 く,小 中高等 学校 で 「特 別活 動 」な る時 間が,カ リキ ュ ラム と して設 け られ てい るの も

納得 で き る。教職 大 学院 で は,一 般 に協働 的活動 を通 して学 ぶ カ リキ ュラム が組 まれ てお り,

人間 関係力 の醸 成 につ いて は表 立 って はい ない として も,ヒ ドゥンカ リキュ ラム として通 常備

わ ってい る。 とはい え,そ れ だ けで は不十分 で あ る。筆 者 は,近 い将 来実 践者 とな る受講 生 に

は,リ ア リス テ ィ ックで,プ ラグマ テ ィックな アプ ローチ が必 要だ と考 えた。

受講 生 は本研 究科 を修 了後,教 室 あ るい は職 員 室で,さ らには保 護 者 との 間で,ま さに 自分

の 目の前 に ある問題 を周 りにい る多様 な他者 と議 論 し,創 造 的に解 決(creativesolution)し

な けれ ばな らない。 本授 業 は,そ れ を疑似 的に体験 で きる よ うに仕 組 まれ てい る。受 講生 で あ

る院 生 は,時 に は子 どもの立 場 で,時 に は担 任教 師 の立場 で,さ らには職員 室 の同僚 の立場 で,

いわ ゆ る トリプルバ イ ン ド(triplebind)の 中に身 を置 きなが ら,困 難 が生 じた ら目の前 の 問

題 を創 造 的 に解 決 し,省 察(reflection)す る こ とを繰 り返す。そ こで は,理 論 を学ぶ だ けで な

く,自 己開示 を迫 られ生身 の感 情 もゆす ぶ られ る。 この ため,真 面 目に取 り組 む受講 生 に とっ

て辛辣 な授 業 となる こ とは 間違 い ない。

(2)受 講 生の 気 づ き

で は,人 とかか わ るこ とに よって受講 生 に どの よ うな気づ きが あった のか,授 業後 に提 出 さ

れた レポー トとFD評 価 か ら見て み よ う。

レポ ー ト(24名 全 員提 出:提 出 時は記 名)か らの 一部抜 粋

・学校 をやめ ようか とも思 うほど授業 や合 唱が 苦痛 であ り,生 徒指導 力高度化 コー スに入 った ことが 間違い

だ とも思 って いた。 しか し,終 わ って思 うことは,授 業や合唱は必要 なもので あったとい うこ と,教 師にな
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りたい人はぜひ とも受 けて欲 しいと思 う授 業の一 つである とい うことだ。そ して,生 徒指導 力高度化 コース

で学ぶ ことがで きて良か った,間 違 いではなか ったと思 えた 。

・講義 のなかで も学んだが ,多 様な価値観 を備 えた個 人の集 合体 ではそれぞれの価値観や見方 の違 いか ら衝

突する ことは当然起 こ りうることで ある。 しか し,そ れ は しっか りと話 し合 い,創 造的 に解決すべ きもので

あ り,価 値観 や見方が違 うか らこそ,話 し合 うことで多角的な視 点か ら考え ることがで き新た な発想 も生ま

れ うる。(中 略)こ れまで人 と衝突する ことは,避 け られ るなら避 けた方が良い とい う認識 をも っていたが,

その認識が変わ った ことが合唱を通 した一番大 きな学 びだった。

・理論 や他 人の経験 をい くら読み聴 き して学ん でも ,実 践にて経 験か ら納得す る機会がな けれ ば本 当の意 味

で身につける ことはで きな い。 この授業 では,集 団のそれぞれ が大 きな葛藤に 向き合 ったか らこそ,リ アル

な実践 の機会 とな って 多くの ことを学び,そ れ を意識の深 いところに刻む ことができた。

・今まで ,私 は集団の中 に溶 け込むのが うまいと感 じていた。 しか し,こ の授業 を行 う中で,表 面上 の付 き

合 いが うまいだ けだ った ことに気付 いた。(中 略)自 分の環境 だけ整 えて周 りの ことを意識で きていなかった

と実感 した。

・教 師 としての働 きは事細か に指示 を し,上 手 く機能 するよ うに指導 を行 う事で はな く,子 どもたちが壁 に

ぶ つか った時に助言,修 正す ることで子 どもたち自身が気付 き,変 わ って い くよ うに導 くことである。 これ

までもそれ らの ことが教師 に求め られ ていることは知 っていた。 しか し,今 回の活動 を通 して,集 団の中に

自分が立 った時 にその作業がいかに しん どく苦 しいもの なのか,そ こに気付 くことが出来た。

・自分 の考 え方 と異なる考 え方 を知 ることで ,物 事 を異 なる視 点か ら見る こともで きる。価値観 を強要 しよ

うとす るのではな く,多 様な考 えが あるこ とを理解 した上で指導に当たる ことが大切なの ではないか と考 え

た。

FD評 価(24名 全 員記 載:提 出時は 無記 名)か らの一部 抜 粋

■ 自分が今 まで向き合 うことを避 けてきた部分が 常に 目の前 につ きつ けられて いる感 じが して,し ん どか

ったです。 でも,成 長の きっか けにな り,自 分 のた めになる授業だ と思 いま した。

■

■

■

■

■

フォロワー シップの大切 さを知る ことができた。本音 でぶつか り合わな いと見えて こないもの,実 際 に

やってみ ないと分か らない ことがた くさんあ りま した。

生々 しい授業だが,本 当の理論 と実践の往還 だった 。

集団づ くりも難 しくて,こ んなに もしん どいものだ とは思 いませんで した。体験 を通 して,感 じられ た

授業 で した。一番深 い学びで した。

大学時代 も含めて一番困難で一番楽 しい講 義です。

とても リアルで生々 しい恐 ろしい授 業で した。 しか し,終 わ るのが嫌 と感 じる不思議 な授 業で した。理

論 では学べ ない事は こうい う事 か と初めて感 じたと思 います。

これ らの レポー トやFD評 価 を通 じて,授 業 を肯定 的 に捉 えてい る こ とが見 て取れ る一 方 で,

「しん どい」 とい う言 葉 に集 約 され るよ うに,受 講 生 は教職 大学 院 に入 学す るまで,人 と深 く
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か か わ って こなか っ た こ とも窺 い 知 るこ とが で き る。 自己 を開示 す る こ と もな く,気 の合 う

(と恵 っ'一(いる)数 人 の友 人 と都 合 の よい 関係 を結 び なが ら,快 適 に(と 思 われ る)4年 間 の

学生 生活 を送 って きた ので はない だ ろ うか。『孤独 な群衆 』(Riesman,1964)で,他 人指 向型

(自分 の信 念 よ り他者 か ら認 め られ る ことを優 先す る)の 視 点 が提 示 され て久 しい が,周 りの

友達 の評価 に過敏 に反応 しなが ら学 部 時代 を過 ご さな けれ ば な らな か った側 面 も,多 分 に あっ

たで あ ろ う。

こ うした現 代 の若者 の人 間関係 につ い て,土 井(2016)は 次 の よ うに述 べ てい る。 「昨今 の

よ うに人 間関係 の流 動化 が進 んで くる と,そ れ ぞれ の場 面 ご とに付 き あ う相 手 を 自由 に切 り替

える こ とが容易 にな る。 そ のた め,特 定の相 手 と全 面 的 に付 きあ う必 要 はな くな り,選 択 的 な

関与 が可能 にな ってい く。 場 面 ご とに必 要 とされ る限 られ た情報 の共 有だ け で も人 間 関係 は成

立 し,そ れ 以外 の情 報 はま った く知 らな くて も困 らな くな る」。この 関係 を土井 は 「選 択 的関与

に よ る関係 」 と呼ぶ。

こ うして,ご く普 通 の学生 生活 を送 って きた受講 生 に とって,人 と深 くか かわ る経 験 な どむ

しろ稀 有 だ ったの か も しれ ない。加 えて,学 部 の教 職課 程 の授 業 も,受 け身 で聞 く一 斉講 義 が

中心 で あ り,人 間 関係 力 を養成 す るよ うに プ ログ ラ ミング され ては いない。 本授 業 は,あ えて

それ を一つ の メ ソ ッ ドとして 具現化 した もので あ る。

知 的 内容 の側 面 にだ け光 を 当て,受 講 生 の人 間関係力 に 目を向 ける こ ともな く現場 に送 り出

せ ば,そ の方 が実 は授 業者 として は格段 に楽 で あ る。 しか しそれ で は,学 校 現 場で最 も深刻 だ

と思 われ るい じめの問題 一つ を取 り上 げて も,リ ア リテ ィシ ョック(realityshock:新 任 教員

が,理 想 と現 実の ギ ャ ップ に衝 撃 を受 け るこ と)に 陥 って,た ちま ち狼狽 す るので は ないか。

さ らに は,子 どもを主体 的 ・対 話 的で深 い学 び に誘 うア クテ ィブ ・ラーニ ング型 の授 業実 践 な

ど,仮 に試 み た として も,甘 美 な夢 に終わ って しま う可能性 が あ る。 ア クテ ィブ ・ラー ニ ング

型 の授 業 は,口 で言 うほ ど容易 で は ない。 教 師 が人 間関係力 を備 えてい るだ けでな く,子 ど も

に もそれ を養 う覚悟 が なけれ ば成 立 し得 な いか らで あ る。

た だ し,本 授 業 には課題 も多 く残 ってい る。授 業展 開そ の もの に課 題 があ るだ けで な く,半

期 の授 業 だ けで は とて も時 間が足 りない。 ど うすれ ば受 講生 の人間 関係 力 は鍛 え られ るのか。

こ うして,い まだ模 索 が続 い てい るの もま た事実 で あ る。

4.調 査 か ら見 えた若 手教 員の 人間 関係 力

次 に,若 手教 員 の姿 に 目を向 けてみ よ う。 筆者 は,本 研 究 科 生徒 指 導力 高度化 コー スの角 田

豊 ・小 松貴 弘 とともに,「 生徒 指導 の福祉 的課題(貧 困 ・虐 待等)に 関す る研 究」 のテ ーマ で,4

年 計 画で共 同研 究 を行 ってい る。わ が国で は,2000年 ごろか ら,精 神 性疾 患 に よ り休 職や 退職

に至 る教員が増 えた。 そ の理 由はい ろい ろ考 え られ よ うが,我 々は生徒 指導 に福祉 の事柄が絡

む な ど,問 題 が複 雑 化 してい るこ とが 一因 にあ るので はな いか との仮 説 か ら,調 査 ・研究 を始

めた ので あ る。
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これ ま で に 予 備 調 査(2015年 の2月 ～3.月 に 実 施)お よび 一 次 調 査(2015年11.月 ～2016

年 の1.月 に実 施)を 終 え,二 次 調 査(2018年1.月 に 実 施)も す で に 終 え て い る(2)。 こ こ で は,

誌 幅 の都 合 上,特 集 テ ー マ に か か わ る一 次 調 査 の一 部 分 の み につ い て ふ れ る(片 山 ・角 田 ・小

松,2016・2017)。

一 次 調 査 で は
,関 西 地 区 お よび 九 州 地 区 の 小 中 学 校 教 員271名 か ら回 答 を得 た(回 収 率520/。)。

ま た,同 じ く 関 西 地 区 お よび 九州 地 区 の保 護 者750名 か ら 回答 を得 て い る(回 収 率53%)。 以

下 は,教 員 を対 象 に した 調 査 の 一 部 を抜 粋 した も の で あ る。

子 どもをめ ぐる現 代 的な課題 を把 握す るための ア ンケー トの一 部抜 粋(教 員 対象)

・子 どもとのかかわ りに 自信がない。

・保護者 は子 どもに無関心である。

・子 どもに虐待 を行 う保護者 が いる。

・経済 的に余裕 のな い家庭 が増 えて いる。

・保護者 は忙 しす ぎて余裕 がな い。

・保護者 は子 ど もについて よ くわ か ってい る。

・自分 と子 ども との コ ミュニケー シ ョンは とれ て いる。

・食事 や睡眠 な ど子 どもた ちの生 活時間 が乱れ て いる。

1-2-3-4-5-6-7

1-2-3-4-5-6-7

1-2-3-4-5-6-7

1-2-3-4-5-6-7

1-2-3-4-5-6-7

1-2-3-4-5-6-7

1-2-3-4-5-6-7

1-2-3-4-5-6-7

※ 回 答 は,1の 「全 くそ う思 わ ない 」 か ら,7の 「とて も そ う思 う」 ま で の7件 法 と した 。

結果 は,教 員 歴 が5年 未 満 の経験 の教 員 とそれ 以上 の経験 が あ る教員 との 間で,い くつ もの点

で違 いが見 られ,そ の差 は歴然 とした もの で あった。5年 未 満 の若年 教員 は,第 一 に子 どもの こ

とをあま りわ かって い ない と感 じてお り,教 員 として 自信 がな い傾 向に あった。 第 二 に,保 護

者 が子 どもに無 関心 とは思 ってい なか った(保 護者 に対 して肯 定的 な見方 を してお り,経 験5

年 以上 の教員 が保 護者 に厳 しい見方 を してい るの とは大 き く異 な る)。第 三 に,子 どもに虐待 を

行 う保護 者 が い る とは思 って いな かっ た。 第 四 に,経 済 的 に余裕 の ない保護 者 が増 えた とも思

って いな かっ た。 以 上の よ うな点 で,経 験5年 未満 と5年 以 上の教員 の間 にはそ の意識 に歴然 と

した差 が認 め られ,5未 満 の教 員 は子 どもを表 層 的 に しか と らえてお らず,そ の背 後 には思 い が

至 ってい ない こ とが わか った。

一方
,保 護者 に対 して行 った,『 今 の 「学校 」 に どの よ うな支援 があ る とよい と思い ます か』

とい う問 い(自 由記述)に は,次 の よ うな意 見が 寄せ られ た。記 述 の一部 を以下 に抜 粋す る。

子 ども をめ ぐる現代 的 な課 題 を把握 す るため のア ンケー ト自由記 述の 一部抜 粋(保 護 者対 象)

問い:『今の 「学校」にどのような支援があるとよいと思いますか』
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■ もう少 しフラ ンクにおつ き合 いで きた らと。気 を使われす ぎて,簡 単 に相談 もできません。(小 学校の

保護者)

■ 個人懇談会 はあるが,15分 程度 で短 く,心 配事や不安な ど話 しづ らい。電話相談 など気軽に先生 と話せ

た らいい。(小 学校の保護者)

■ いじめ等が起 きた ときに,す ばや く家庭 と連携 をとって早 く解決 できるよ うに してほ しい。(中 学校の

保護者)

■ 中学生になる と,学 校での様子がほ とん どわか らな くな りま した。学校 であった トラ ブル も,こ ち らか

ら連絡 を して話が できた状態です。 もう少 し連携を とれ るよ うに してほ しいです。(中 学校の保護者)

教員 の認識 と保 護者 の認 識 に ズ レが あ るこ とが確 認 で き る。 それ 自体 は問題 では ない と して

も,そ の ズ レが教員 と保護 者 の 問の相互理 解 を難 し くして しまい,い たず らに困難 な事態 を招

くこ とが あ る点 に注 意 を要す る。微 細 な問題 で あって も,保 護者 か らの ク レー ム とな った り関

係 が こ じれ た り して,大 き な問題 にっ なが りかね ない か らで あ る。 実 際,初 めか ら問題 が大 き

な もので あ る こ とは稀 で,通 常は対 応 のまず さ(人 間関係 力 の弱 さ)が 問題 を肥 大化 させ る。

この調査 を受 けて,筆 者 ら(片 山 ・角 田 ・小 松)が 最 も言牙しく感 じた のは,学 校側 あ るい は

教師側 が 「よいで あ ろ う」 と考 えて,シ ステ ム化 した保護 者 への対 応 が,そ の意 に反 して保 護

者 か ら 「よそ よそ しい」,あ るいは 「マ ニ ュアル 通 りで,大 事 に され てい る感 じが しない」 と受

け取 られ てい る とい うズ レが生 じて い る点 で あ る。 学校 あ るい は教 師 の思 い とは逆 に,血 の通

わ ない もの とな り保護 者 との人間 関係 を阻害 してい る可能性 す らある。

近年,家 庭 に 目を 向け る と,子 どもの貧 困 が問題 に なっ てい る。 この点 につ いて,岩 川 ・伊

田(2007)は,「 実 際,若 い 中産 階級 出身 の教 師 た ちの多 くが,都 市 部 の課 題集 中地域 の学校

に赴任 して は じめに面食 ら うの は,そ うした(貧 しい:筆 者 注)子 どもた ちの 生活 空間 を 目の

当 た りに した ときだ ろ う。 自分 が育 って きた家 庭 か らは想 像 もつ か ないそ の過酷 な現 実 を前 に

して,教 師た ちの なか には 〈私 た ちwe>と 〈彼 らthem>の 壁 をつ く り,〈 彼 ら=し ょ うがない

親 たち〉 を非難 す る姿勢 を固 める者 もい る」 と述べ た が,人 間 関係 力 が弱 く,保 護 者 との間 に

無意識 に壁 をつ く り,保 護者 とよそ よそ しい 関係 しかつ くれ ない教 員 は少 な くない。 しか し,

それ で は保護 者 と一 緒 にい じめ問題 に取 り組 む こ とな ど叶 うはず もない。

5.教 職 大学 院の 可能 性

人 間 関係 力 が若 年 教員 で弱 くなって い る とすれ ば,あ るい はその傾 向 が今 後 さ らに強 くな る

とすれ ば,教 職 大学 院 では どの よ うなアプ ロー チをす る必要 が あ るのか。 一般 に,教 職大 学 院

にお いて は,ほ とん どの授 業 にデ ィス カ ッシ ョンが含 まれ る。 そ こで院生 に身 につ くのは,自

分の考 えを うま く表 現 して他者 に伝 え るカ であ り,自 分 の言 葉 で語 る こ との で きるカ で あ る。

修 了後 に,担 任 を務 め るに は,あ るい は ミ ドル リー ダー として職員 室 で役割 を担 うに は,不 可

欠 な力 だ とい え る。
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しか し,い く ら饒 舌 に理 論 を語 る こ とがで きた と して も,そ れ だ けでは うま くい かない。 教

職 大学 院 に限 らず,大 学 院修 了生 に対 して 時々 ささや かれ る陰 口は,「頭 で っ かちで現 場 では役

に立 た ない」 とい うもので あ る。語 るこ とが 上手 にで きた と して も,実 践 で きな けれ ば,か え

って周 りの不信感 は強 くな る。 もち ろん,我 々が教 職大 学院 で養成 しよ うと してい るの は,そ

の よ うな院生 で もなけれ ば修 了生 で もない。 育て たい の は,理 論 知 に長 けてい るだ けで な く,

それ を も とに人 間 関係 力 を駆使 して周 りに働 きか け,言 葉 に した こ とを形 に で きる教 師 で あ る。

山中(2014)は,教 員 の専門性 は二 つ の側 面 に分 け られ る と言 う。 その一 つ は教科 内容 や教

育方法 等 に関す る知識 を獲 得 して い るか ど うか とい う静 的 で脱文脈 的 な側 面 で,他 方 は特 定 の

状 況 にお いて求 め られ る行 動 を即興 的 にで き るか ど うか とい う動 的 で文脈依 存 的な側 面 であ る。

さ らに,教 室 にお け る教員 の実 践活 動 は,そ の ほ とん どが動 的 な もの と して存在 してい る と指

摘 す る通 り,止 ま る こ との ない教育 活動 の 中で,即 座 に判 断 を下 し,間 断 な く次 の教 育活 動 に

つ なげ るのが教 師 の 日常 で あ る。

本稿 で 取 り上 げた人 間関係 力 は,こ の二つ の側面 の うち,後 者 に位 置付 け られ る。 た だ し,

これ は,刻 々 と変わ る文脈 の 中で,あ るい は毎回異 な る状況 の 中で,そ の都 度 臨機 応 変 に対処

す るカ で あ り,シ ステマテ ィ ックに教授す る こ とは きわ めて難 しい。

そ うした点 をふ まえた 上で,こ こで提 案 したい の は,教 職 大学 院で 院生 自身 が フ ァシ リテー

さば

ト(facilitate:こ こで は話 し合 い等 の場 を捌 き,仕 切 る こ とと定義 す る)す る場 面 を含 む カ リ

キ ュラ ムを充実 させ るこ とで あ る。 あ えて フ ァシ リテー トを取 り上 げ るの は,単 にその スキル

を身 につ けて ほ しい か らで はない。 動 的で文脈 依存 的 な ファ シ リテー トの プ ロセ ス で,屈 す る

こ とな く他者 とかか わ り,人 間関係 力 を体得 して ほ しいか らで あ る。

筆者 も授 業 で フ ァシ リテー トを よく行 うが,そ の難 し さにいつ も戸 惑 ってい る。 そ もそ も教

職 大 学 院 の授 業 は集 団 に よ るデ ィス カ ッシ ョン な ど共 同的 な活 動 が 多 い た め,一 見 ア クテ ィ

ブ ・ラー ニ ングが な され てい るが の よ うな錯 覚 に陥 りや す く,う ま くファシ リテー トで きて い

るがの よ うに思 い がちで あ る。 しか しなが ら,実 は形 だ けの もの に陥 っ てい る こ とが少 な くな

い。知 的 内容 に迫 る こ とがで き なけれ ばな らない の は言 うまで もない が,そ れ だ けでは な く人

間関係 を意識 した もので な けれ ば,フ ァシ リテー トは うま くい かない。

人 間関係 を意識 した フ ァシ リテ ー トとは,単 に集 団 でデ ィス カ ッシ ョン させれ ば よい わ けで

は な く,メ ンバ ー 同士 をか かわ らせ れ ば よい とい うもので もない。話 し合 い を捌 き,仕 切 る「技」

を備 えて い るこ とは もちろん であ るが,そ れ に加 えて集 団 を誘 うコー チ ン グの 「技 」,人 間 を科

学的 に理解 す る グル ープ ダイナ ミックスの 「知 」等,人 と対 峙す るための様 々なカ が必要 と さ

れ る。 フ ァシ リテー トとは,こ うした 「技」 と 「知 」 の統合 で あって,高 次 の行 為 に ほかな ら

ない(3)。

本教職 大 学院 で も,先 に取 り上 げた 「望 ま しい集 団づ く りの実 践 と課 題」 の授 業 の ほか,院

生が フ ァシ リテ ー トを行 う場面 もな くはない。 しか しなが ら,ま だ まだそ の場 面は少 ない。 こ

の点,た とえば福 井 大学教職 大 学院 で は,真 摯 に 自己 と向き合 う省 察 やそれ 以外 の場 面 で,院
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生 に ファシ リテー トを委 ね る機 会 を多 く設 けてお り,興 味深 い(4)。

大 学院 に在学 してい る こ とに胡座 をか き,教 員 サイ ドか ら与 え られ た環境 の 中,受 け身で知

識 を学ぶ だ けで は,学 校 現場 で生 きて働 くカ は身 につ か ない。 自己主 張 の強い 自分 か ら潔 く脱

皮 し,多 様 な他者 と深 くかか わ るフ ァシ リテ ー トは,ア プ ロー チの一 つ にな り得 る。 一方,受

けて 立つ我 々教 員 も既 成 の授 業 の枠 組 みか ら脱 し,真 に深 い学 び とな る学修 環境 を,随 所 に,

しか も多方 面 か ら用 意す る必 要が あ ろ う。 教職 大 学院 に は,院 生の質 を担保 す る責務 とその成

果が 求 め られ てい る。

6.お わ りに

2017年 度 で,全 国 的 に教職 大学 院 の設 置 は ほぼ完 了 し,わ が 国の教 員養i成は新 局 面 を迎 えて

い る。新 た なステ ー ジに突入 し,独 自の特 色 を出 してい くこ とも考 えてい かな くては な るまい。

新 人教 員 を養 成 す る専 門職 大 学院 と して,質 を担保 す るた め には本 稿 で取 り上 げた ものだ けで

な く,様 々 な方 法 が考 え られ よ う。 今後 も教職 大 学院 の一教 員 と して模 索 を続 けた い。

謝辞 ア ンケー ト調 査 に ご協力 いた だい た先 生や 保護 者,お よび レポー トの使用 を許 可 して く

れた 生徒指 導力 高度化 コース10期 生 に感 謝 の意 を表 します 。 また,本 授 業 を忍耐 強 く支 えて

くだ さった前 実務家 教員 小松茂 先生(現 立命館 大学大 学院教 職研 究科),現 実務家 教員 河村 豊和

先生,合 唱 の発 表 に駆 けつ けて くだ さった 大学 院関係者 に もこの場 を借 りて お礼 申 し上 げ ます 。

付記JSPS科 研 費15kO4227(代 表:片 山紀子)の 助 成 を受 け た研 究 を一部含 む。
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注

(1)重 大事態 が あっ た場 合 の事後 対応 で は あるが,「 い じめ防止 等 の基 本 的な方針(最 終 改定

2017年3.月14日)」 の 「重大 事態 へ の対処 」で,学 校 の設 置者 又 は学校 に対 して 「当該調 査

に係 るい じめ を受 けた児童 生徒 お よび その保護 者 に対 し,当 該調 査 に係 る重 大事 態 の事実 関係

等 そ の他必 要 な情報 につ いて情報 を適切 に提供 す る責任 が あ る」 こ とが盛 り込 まれ た。

(2)二 次調 査 につ いて は,2019年 春 を 目処 に,論 文 と して発表 す る予定 で ある。

(3)具 体的 な フ ァシ リテー トの手順 につ いて は,2019年 春 を 目処 に,ジ ダイ社 よ り著書 と し

て刊行 す る予定 で あ る。

(4)2017年12.月18日,福 井県 教育庁 教 育政策 課 で行 われ た福 井 大学教 職大 学 院へ のイ ン

タ ビュー調 査 か ら得 られ た。
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